	夢を叶える日記･手帳－全人と成る－


散歩のついでに富士山に登った人はいない
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１.わくわく夢手帳とは（熊谷　正寿式）
―――夢を手帳に書き始めたのはなぜ？
・自分がイメージしていた理想とまったく異なる現実…　→
・「成功者は目標を定め、それを紙などに書く」ことを知り、試しに自分のやりたいことを片端から手帳に書いた。
・すると今までモヤモヤしていた夢が目に見えるカタチとなり、なぜか胸がスーッとしてやる気が出てきた。
・予定管理の手帳→本当の意味での手帳活用→熊谷式
―――そこでどんな変化が起きましたか？
・夢を文字として書き、整理することによって「本当にそうなりたいと思える自分の姿」が明確になった。
・時間のムダがなくなった。
・迷いがなくなった。
・夢を整然と行動計画まで落とし込むと、夢が本当に実現できるか、矛盾はないかチェックできる。

２.人生のメニュー「やりたいことリスト」
―――まずは夢を文字化する「やりたいことリスト」を作成
・多くの方や書籍などの影響を受けながら、自分のやりたいことをリスト化
・夢のブレスト（見出し）

・具体的な写真のスクラップや条件をリスト化。
・突然「あなたの夢は何ですか？」と聞かれ即答するのは、かなり難しい。夢を探そうと思っていろんな情報に接すると「あっ、自分はこうなりたいんだ！」と気づきが得られ、漠然としていた夢のイメージが次第にハッキリと見えてくる。
・このプロセスを「夢探しの旅」と呼ぶ。

・この旅を経験しないと本当の夢に一生気づかないでしょう。
―――まずはたくさんインプットする
・夢探しの旅は「夢のコレクション」
・収集をある程度以上経験すると目が利くようになる。
・情報を多く集めると、一見似た情報でも比較して自分の夢に近いものを選び出すことができるようになる。
・まずは文字のメニュー。ビジュアル化する⇒より鮮明に

―――よりリアルに行動する
・お手本になる人を直接訪問する
・例えば､「世界大富豪ランキング」に載る日本の大成功者を積極的に訪ね直接お会いしてその雰囲気や哲学に触れ、刺激される。

３.クマガイ式の真髄「夢・人生ピラミッド」
―――夢を整理するのが「夢・人生ピラミッド」
・夢を「基礎・実現・結果」という３つのレベルと、内容ごとに６つのセクションに分けたもの
「全人（ぜんじん）」とは－このピラミッドを実現した人
・「知・情・意を調和して備えている人」（大辞林）
・「知識」｢情(心）」｢意識｣の３つが調和したバランスのよい人。拡大解釈すると「３つが調和したすばらしい人生を過ごせる人」
何事もバランスが大切
・この６つのセクショ
・優先順位を付ける
―――例えば「仕事」と「家庭」のバランスとか？
それもそうですが、「お金」はなくていいのかというと、あった方がいいですよね（笑）。
やはり６つのセクションのバランスが大切。
そして忘れてはならないのが、自分のピラミッドが他人のそれと調和していること。
・健康な体、豊かな教養、そして開かれた心を持てば､おのずと仕事と家庭の夢は実現し､その結果､経済的な豊かさに恵まれる｡

・他人と調和が取れていなければよい人生だとは言えません。
・「全人」は、お互いのピラミッドの調和が取れて、他人の笑顔　　　　が自分の笑顔になるような人物です。

・なぜ「夢･人生ピラミッド」が「夢・人生“三角形”」ではないのかというと､人間の社会と同じく奥行きのある３次元の世界だから。
―――このコンセプトは会社組織にも応用できるのでは？
「インターネットの分野でNo.1になり、多くのお客様に笑顔と感動を呼ぶ」ことが仕事面の「究極の目標」です。
「組織は『究極の目標』を共有しなければならない」
４.「未来年表」15年区切りで～90歳までの計画～

―――具体的な行動計画が「未来年表」
・「未来年表」－夢や目標を列挙しそれをゴール地点に配置。
そして夢と現状の距離を見定め、その距離をどんなスケジュールで埋めてゆくか考える。
―――計画が予定どおり進まないこともあるのでは？
・それは日常茶飯事。
・「35歳で会社を上場させる」目標を立て40日遅れで目標達成。80年､90年という長い人生で1年､2年のズレなどちょっとした誤差｡夢を諦めないことが大切です。夢は諦めた瞬間、初めて負けが確定します。夢を追い続けている限り負けることはありません。
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・人間が豊かな気持ちでいられるのは、夢を達成した瞬間ではなく、夢を達成してゆく過程にある。
―――そのためには目標をギリギリまで高く設定すべきか？
・６つのセクションごとに「究極の目標」。それと目標を高く設定することとは少しニュアンスが異なる。「究極の目標」とは「人生観」そのもので､高ければよいというわけではない。
どんな「人生観」を持つかが大切
・僕の場合は「幸せになること」と「成功すること」
人によっては、つつましくも幸せな家庭を築くことかもしれません。
―――目標倒れにならぬように気をつけていることは？
僕は目標倒れになりがちな人なんです。
とても忘れっぽくて、意志が弱く、集中力がない。
だから手帳を人生を予定通り生きる道具として使い始めました。「未来年表」まで作った僕は、年間の目標を「ＤＷＭＹリスト」という日(Day)・週(Week)・月(Month)・年(Year)単位の詳細な計画表に落とし込みました。
それを使って日々の活動に反映させたのです。
たまに手帳を見直し初心に帰ることも大切ですね。
日･週･月・年の単位ごとにチェックするのです。
―――読み返せるから手帳がいいのでしょうか？
・貼り紙や声を録音してそれを毎日聞いてもいい。
・手法はなんでもいい。
・僕はバイブルサイズの手帳を絶えず携帯するのが一番だと信じています。
・バイブルサイズの手帳は、人類最多部数の出版物である「聖書」と同じ大きさです。聖書は長い歴史を経て何億人に愛用されるうちに、携帯し手元に置きやすい現在のサイズになったのでしょう。あなたの夢や目標が刻み込まれた手帳はあなたのバイブルです。
・その聖書を常に手元に携え毎日見直してください。
５.「人生後悔しない法」教えます

―――夢がハッキリしないと悩む人が多いようです。
そもそも自分の夢を深く考えたことがないのでしょう。
それはまるで大海原で海図も方位磁石もなく波に漂う小船のようなものです。
そのままだと死ぬ間際になって、自分の人生を後悔するかもしれません。

だとすれば、自分の健康も知識も心のあり方も、自分でコントロールすべきではないでしょうか。
自分の人生なのですから、自分がそのリーダーにならなくてどうするんですか？　
やはり夢を持つべきだと思います。
夢を持とうと意識すれば毎日が充実します。

その夢を明確にするには、あなたが理想とすべき人生を、地球上に存在する60億人と過去に生きた人類何百億人の人生から学べばいい。
まずは自分が好きな「人生のメニュー」を作りましょう。
―――これから手帳にチャレンジする人にアドバイスを。
人は生まれながらに平等なものが２つあります。
・１つは１日24時間という時間、
・もうひとつはチャンスです。
その２つを有効に使った人には、米国の大統領になる人もいる。その一方で塀の中で一生を終える人もいる―――。

あなたはどれを選びますか？　60歳、70歳になって寿命が10年、20年しかないと悟ったとき、「俺の人生何だったんだろう」と後悔したくありませんよね。
人生を後悔しない方法が１つだけあります。
それは後悔しない人生を最初に定義しておくことです。
夢を書き出してプランニングして、そこに向かって進めば後悔することはありません。


　　　　夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが　当方　幸せ研究所　知多クリック内



以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2008.11.19
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